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Temperature Response of Basal Colored Picotee Pattern in Eustoma 




　To investigate the characteristics of the basal colored picotee variety ‘Topic-blue’, this study analyzed the 
temperature response of the colored patterns and pigment content of the petals. The proportion of petal colored 
area of  ‘Topic-blue’ was 20% at 35˚C, 32% at 25˚C and 100% at 20˚C. Six μmol•g-1FW of flavonoids were 
contained in the white area, and 28 μmol•g-1FW of flavonoids and anthocyanins were contained in the colored 
area of the picotee petals at 35˚C. At 20˚C, the pigment content increased to 60 μmol•g-1FW in all colored petals. 
The increase of colored area at 20˚C and difference of pigment composition and quantity between the white and 
colored areas of petals in the white marginal picotee variety were similar to the rim colored (popular in Eustoma) 
picotee varieties. Thus, the mechanism of suppression of pigment biosynthesis in the white area of both picotee 
patterns would be similar. Meanwhile, when petals were subjected to UV light to reveal the distribution of 
flavonoids, a flavonoidless pure white variety ‘Bride-bell’ was found among 60 white varieties. At 25˚C and 35˚C, 
the pure white ‘Bride-bell’ petals contained less than 3 μmol•g-1FW flavonoids. At 20˚C, some pink colored 
flowers opened and they contained 40 μmol•g-1FW flavonoids and anthocyanins. It is assumed that the pure 
white variety ‘Bride-bell’ were bred from the white marginal picotee variety, because the pigment content and 
temperature response were the same.
























































2005 年 7 月に福岡県で開催されたトルコギキョウフェ










（Eustoma grandiflorum (Raf.) Shinn）の基部着色型覆輪
品種 ‘ トピックブルー ’（第１図 B）のセル成型苗を，
2005 年 10 月 4 日に，粒状育苗培養土（クレハ園芸培土）
とバーミキュライトを容量比 3 対 1 の割合で混合し充填
した直径 10.5 cm のビニルポットに定植した．花き研究
所内のガラス温室（加温設定 15℃，換気設定 28℃）に
おいて，不織布を介した底面給水条件で栽培を行った．







　本葉 6.5 対となった 10 月 31 日に人工気象器（日本医
化器械製作所 LPH-350SP）に搬入して昼夜とも 20℃，
25℃，35℃一定温度条件とした．光条件はいずれも 6 時
から 18 時を明期とする 12 時間日長，光合成光量子束密
度 200 μmol・m-2・s-1 とした．１区 10 個体として各個
体の頂花を花弁形質の調査に用いた．さらに 35℃区は
























を分析に用いた．分析条件は ODS カラム（Inaertsil 
ODS-2 5 μm 2.1×250 mm 9CI41010 GL Sciences Inc.）
を装着した 高速液体クロマトグラフ（Hewlett Packard 
Series1100）を用いて，溶媒は A を 1.5% リン酸溶液，
B 液を 1.5％リン酸 50％アセトニトリル，40％酢酸溶液
とし，A 液と B 液の比が 90:10 から 40 分後に 50：50






















の分布が見られない純白品種 ‘ ブライドベル ’ のセル成
型苗を住化農業資材（株）から提供を受け，実験 1 と同
様の条件で植物材料を育成した．本葉 6.5 対となった












　‘ トピックブルー ’ の開花までの日数は栽培温度が高い
ほど少なく，35℃区は温度処理開始後 36 日後，25℃区







　花弁重，花弁面積はともに 35℃区が最も小さくて 61 
mg と 294 mm2 なのに対して 20℃区が最も大きく 143 
mg と 456 mm2 となり温度によって有意な差が認めら
れた（第 1 表）．しかし，25℃区の花弁重は 20℃区と
35℃区の中間であったのに対して，花弁面積は 20℃区
との間に有意差は認められなかった．着色面積は 20℃
区が 449 mm2 でほぼ 100％の着色面積率であったのに
対して，25℃区は 143 mm2 で 32％，35℃区は 63 mm2
で 21％と低く花弁の半分以上が白色となった（第 1 表，




ドおよびアントシアニン濃度は 20℃が 51 と 11 μmol・
g-1FW であるのに対して，25 ℃は 28 と 5 μmol・
g-1FW，35℃では 26 と 1.6 μmol・g-1FW で明らかな差




































第１表　栽培温度が基部着色型覆輪品種‘トピックブルー’の生育量と花弁形質に及ぼす影響ฎ⌮༊ ⠇ᩘ ⲡ୔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福田：トルコギキョウの基部着色型覆輪花色の温度反応と基部着色型覆輪に由来する純白品種の発見 5
20℃区では，フラボノイドが 58 μmol・g-1FW，アント







図ｄ，ｆ）が 10 品種，花弁先端側（第 3 図 a，b，e，g，
h）が 29 品種，花弁先端に暗色部が認められず花弁先端
全体が明るいものが１品種 ‘ ブライドベル ’（第 3 図 c）
であった．観察した八重 25 品種については，暗色部の










が，4 個体に淡桃色の着色が生じ，そのうちの 1 個体が
花弁の全面，2 個体に花弁先端側に白色を残して基部側
から着色する花が開花した（第 4 図 A）．
　‘ ブライドベル ’ の白色花弁にはいずれの温度において




本骨格とするアントシアニンが 0.5 μmol・g-1FW 含ま
れていた．
　‘ ブライドベル ’ の花弁の成長過程における色素組成お
よび濃度の変化については，主茎頂花が全て白色花とな
った 25℃区の花弁長約 11，17，21，28mm および開花
のいずれのステージにおいても，フラボノイドのみが
2.6 ～ 3.4μmol・g-1FW 含まれており，ステージ間に有





　　　　a‘サマースノー’( 花色表記：純白 )，b‘リップルクリアホワイト 4’( 純白 )，c‘ブライドベル’( 純白 )，d‘ロココアイ
ボリー’( 白 )，e‘Tu-457’( 白 )，f‘アポールクリーム’( 淡黄 )，g‘ニューアルプス’( 白 )，h‘アロハスノー’( 純白 )，
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